
 

施設の多くが老朽化、今後10年で

多額の更新・改修費用が必要 

1号認定希望者は減少傾向だが、

保育ニーズは高まっている 

1 号認定希

望者減少 

定員を大幅

に下回る 

幼稚園と保育園を統合し、就業状況を問わず利用できる「こども園」化へ 

厳しい財政状況を鑑み、民間事業者のノウハウを生かした効率的な整備を推進 

老朽化した施設を計画的に修繕・長寿命化し、安心して過ごせる環境を維持 

【概要版】彦根市立幼稚園・保育所・こども園施設整備計画 



 

  

※ 経過年数は、令和 7年 4月 1日現在 

※ 面積は、幼稚園・こども園は公立小学校台帳、保育所は公有財産建物台帳に基づきます。  

※ 令和 7年度末までに撤去したプレハブ園舎（リース）分は除いています。 

（稲枝東幼稚園 157㎡、旭森幼稚園 184㎡） 

 

 

 

※ 経過年数は、令和 7年 4月 1日現在 

※ 矢印の範囲は、施設整備用地、運営事業者の決定、検討や設計、建設工事、閉園までの

期間を表しています。 

※ 上記の表は現時点での状況から計画したものであり、今後の施設を取り巻く環境が変わ

る場合、適宜計画を修正します。  

 

（施設整備の形態） 

実線：下記の方向性で検討を進める。 

破線：園児数が減少する場合には、下記の方向性で検討を進める。 

① 民設民営の認定こども園に移行する。 

② 民営の保育所と統合を検討し、民設民営の認定こども園に移行する。 

③ 閉園する。 

公立幼稚園・保育所・こども園の施設の概要 施設ごとの年次計画 


